
【円滑なモビリティの確保】

（単位：万人・時間/年）

28.3（万人・時間/年）
（87％）削減

市道東３区９４号線

間所ＩＣ

中筋温品線
（６工区）

渋滞発生個所

市道東３区９４号線の渋滞の様子

29

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（1/４）

中筋温品線
（環状型道路の
一部を構成）

広島都市圏幹線道路網計画図（H4.8周辺幹線協）)

【都市の再生、国土・地域ネットワークの構築】

周辺市街地環状型道路

30

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（2/４）

31

【安全な生活環境の確保】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（3/４）

温品小学校

中山小学校

転換 転換

通学路（抜粋）
（中山小学校）

通学路（抜粋）
（温品小学校）

【災害への備え】
・緊急時における避難経路の確保
・消防活動の円滑化

【地球環境の保全】
・渋滞の緩和による交通の円滑化
→自動車から排出されるCO２が削減
→沿道環境の改善
削減される自動車からのＣＯ2（H42） １，６２１t-CO2/年

ＣＯ2排出量削減便益 ４６８．６万円/年

32

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（4/４）



広島中島線

広島高速１号線

広島高速
２号線

広島高速５号線
（事業中）

（市道）

府中祇園線

中筋温品線（６工区）

L=790m、W=47m

【残事業の内容】 用地取得、道路新設工事

用地取得、道路新設工事

【事業進捗の見通し】
・暫定的な整備・供用を行いながら計
画的な進捗を図る。

間所IC

33

③ 事業の進捗状況 ④ 事業の進捗の見込み

34

【コスト縮減の可能性】

・効率的な施行の計画

・建設副産物の発生抑制及び再生材利用

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

【代替案立案等の可能性】

①地区内の交通の円滑化を図る路線

②安全な生活環境を確保する路線

現計画のもと、事業を進めて
いくことが適当

地区住民の期待を受けながら、用地取得が進捗

35

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

対応方針（案） ・・・ 事業継続

①環状型道路の一部を構成する路線

②地区内の交通の円滑化や安全な生活環境を確保す
る路線

対応方針（案） ・・・ 事業継続

①環状型道路の一部を構成する路線

②地区内の交通の円滑化や安全な生活環境を確保す
る路線

■対応方針(案）

地区住民による早期整備の要望が強い

引き続き、事業を推進する
36



吉島観音線外１

街路事業

（道路交通局道路部街路課）

■事業の概要

国道２号

太田川放水路 吉島観音線
L=680m W=20m

西広島バイパス

予定事業期間
平成７年度～平成
２０年代後半

総事業費 ８６億円

平成２５年度末の執行
事業費

８２億４，４００万円

進捗率（事業費ベース） ９５．９％

駅前観音線
L=510m W=30m

広島南道路（H26.3開通）

庚午橋

38

中区西川
口町

西区南観音
二丁目

西区南観音
三丁目

吉島観音線外１ 計画断面図

吉島観音線

駅前観音線

■事業の概要

20.0m

5.0m 5.0m6.0m 2.0m2.0m

30.0m

6.0m 6.0m6.5m6.5m 4.0m 0.5m0.5m
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■再評価の視点

40



【地域情勢の変化】
【吉島観音線】
①南観音橋による地域分断の解消（平成１６年度）
②平成２６年度末事業完了予定

【駅前観音線】
①広島南道路の開通（平成
２６年３月）に伴う交通量
の増加

②道路の未整備区間

6365 6745
1835 2292

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000
8000
9000
10000

開通前（H25.10） 開通後（H26.4）

交
通
量
（
台
）

駅前観音線への流入交通量

夜間１２時間 昼間１２時間

早期整備の必要性が高まっている

24時間交通量：
8,200台

24時間交通量：
9,037台

10％（837台）
増加

41

① 事業を巡る社会情勢等の変化

■事業全体 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

総便益 Ｂ 177.7億円 ÷ 総費用 Ｃ 114.2億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 1.6

総便益 Ｂ 21.0億円 ÷ 総費用 Ｃ 3.1億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 6.8

■残事業 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

■感度分析（残事業に対して、各要因を変動させ分析）

・交通量変動 Ｂ/Ｃ＝7.0（＋10％）～6.7（－10％）
・事業費変動 Ｂ/Ｃ＝6.6（＋10％）～8.0（－10％）
・事業期間変動 Ｂ/Ｃ＝6.5（＋20％）～7.1（－20％）

総便益（Ｂ）が総費用（Ｃ）を上回っている
42

② 事業の投資効果

【円滑なモビリティの確保】 （単位：万人・時間/年）

33.7
29.6

整備なし 整備あり

渋滞損失時間（Ｈ４２）

4.1（万人・時間/年）
（12.2％）削減

駅前観音線の渋滞の様子
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（1/5）

駅前観音線
（環状型道路の
一部を構成）

広島都市圏幹線道路網計画図（H4.8周辺幹線協）)

【都市の再生】
中心市街地環状型道路

44

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（2/5）



45
地域分断の解消

観音
地区

舟入
地区

国道２号

天満川

太田川
放水路

南観音橋（H16供用）

【個性ある地域の形成】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（3/5）

観音小学校

観音中学校

南観音小学校

観音高校

46

【安全な生活環境の確保】

天満川

太田川
放水路

観音小学校

南観音小学校

一部、歩道幅員２
～３mの箇所あり

通学路（抜粋）
（南観音小学校）

通学路（抜粋）
（観音小学校）

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価
するための指標（4/5）

通学路

歩道を５～６mに拡幅
→通学路の安全性が向上

【災害への備え】
・吉島観音線は、広域避難路に指定
・駅前観音線は、第一次緊急輸送道路、広域避難路
に指定
→本市の防災計画上、不可欠な路線

【地球環境の保全】
・渋滞の緩和による交通の円滑化
→自動車から排出されるCO２が削減
→沿道環境の改善
削減される自動車からのＣＯ2（H42） ５２３t-CO2/年

ＣＯ2排出量削減便益 １５１．２万円/年
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（5/5）

L=510m

駅
前
観
音
線

吉島観音線 L=680m

南観音橋

（天
満
川
）

L=89m

国道２号

市道 市道

【残事業の内容】 用地取得、道路改良工事

平成２６年度完成予定

用地取得、道路改良工事

道路改良工事

拡幅工事の完了
（平成２５年度）
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③ 事業の進捗状況 ④ 事業の進捗の見込み



49

【コスト縮減の可能性】

・効率的な施行の計画

・建設副産物の発生抑制及び再生材利用

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

【代替案立案等の可能性】
【吉島観音線】
①デルタ市街地の道路ネットワークを強化する路線
②今年度末に事業完了予定

【駅前観音線】
①自動車交通の分散を図る環状型道路の一部を構成
②開通した広島南道路から都心方面へのアクセス経
路となる路線

現計画のもと、事業を進めて
いくことが適当

50

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

対応方針（案） ・・・ 事業継続

【吉島観音線】
①デルタ市街地の道路ネットワークを強化する路線

②今年度末に事業完了予定

【駅前観音線】

①自動車交通の分散を図る環状型道路の一部を構成

②開通した広島南道路から都心方面へのアクセス経路となる路線

対応方針（案） ・・・ 事業継続

【吉島観音線】
①デルタ市街地の道路ネットワークを強化する路線

②今年度末に事業完了予定

【駅前観音線】

①自動車交通の分散を図る環状型道路の一部を構成

②開通した広島南道路から都心方面へのアクセス経路となる路線

■対応方針(案）

事業の早期完成が必要な状況

引き続き、事業を推進する
51

段原蟹屋線外１

街路事業

（道路交通局道路部街路課）



53

■事業の概要

段原蟹屋線
L=240m W=25m

駅前大州線
L=393m W=32m

市民球場

段原東部区画整理事業
（平成25年度完了）

南区西蟹屋
四丁目

南区段原四丁目

南区南蟹屋
一丁目

予定事業期間 平成７年度～平成２０年代後半

総事業費 ７３億円

平成２５年度末の執行事業費 ７１億２，６００万円

進捗率（事業費ベース） ９７．６％

広島駅

段原蟹屋線外１ 計画断面図

駅前大州線（交差点部）

段原蟹屋線

■事業の概要

25.0m
4.0m 4.0m6.0m

0.5m0.5m
6.0m4.0m

32.0m
5.0m 5.0m

6.5m0.5m 6.5m3.0m
3.0m

0.5m
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2.0m

■再評価の視点

55

【地域情勢の変化】

・段原蟹屋線は、平成１４年度に完成

・段原東部土地区画整理事業は平成２５年度に完了

・隣接地区に大規模商業施設が開店（平成25年3月）

56

① 事業を巡る社会情勢等の変化



■事業全体 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

総便益 Ｂ 102.0億円 ÷ 総費用 Ｃ 98.2億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 1.0

総便益 Ｂ 45.1億円 ÷ 総費用 Ｃ 1.4億円 ＝
費用便益比

Ｂ/Ｃ 32.2

■残事業 費用便益比（Ｂ/Ｃ）

■感度分析（残事業に対して、各要因を変動させ分析）

・交通量変動 Ｂ/Ｃ＝35.7（＋10％）～26.4（－10％）
・事業費変動 Ｂ/Ｃ＝31.7（＋10％）～38.7（－10％）
・事業期間変動 Ｂ/Ｃ＝31.1（＋20％）～34.0（－20％）

総便益（Ｂ）が総費用（Ｃ）を上回っている
57

② 事業の投資効果

20.5
16.2

整備なし 整備あり

渋滞損失時間（Ｈ４２）【円滑なモビリティの確保】
（単位：万人・時間/年）

4.3（万人・時間/年）
（21％）削減

駅前大州線の渋滞の様子
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（1/5）

【都市の再生】

市民球場広島駅

段原東部土地区
画整理事業

段原地区

西蟹屋地区

59

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（2/5）

【個性ある地域の形成】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（3/5）

地域分断の解消

段原
地区

猿猴川

平和橋（H14供用）

西蟹屋
地区

段原地区からの
利便性の向上

広島市民球場周辺地
区開発等による交通
需要の増加への対応

市民球場

コストコ

60



【安全な生活環境の確保】

② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（4/5）

通学路（抜粋）
（大州小学校）

荒神町小学校

市民球場

４～５mの歩道を整備
→通学路の安全性を確保

大州小学校

通学路（抜粋）
（荒神町小学校）
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【災害への備え】
・広域避難路に指定
→本市の防災計画上、不可欠な路線

【地球環境の保全】
・渋滞の緩和による交通の円滑化
→自動車から排出されるCO２が削減
→沿道環境の改善

・広島市民球場周辺地区の景観の向上

削減される自動車からのＣＯ2（H42） ８５１t-CO2/年

ＣＯ2排出量削減便益 ２４６万円/年
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② 事業の投資効果
事業の効果や必要性を評価するための指標（5/5）

段
原
蟹
屋
線

L=240m 
W=25m

駅前大州線 L=393m、W=32m

（猿猴川）

平
和
橋
L=97m

（
平
成
14
年
度
完
成
）

【残事業の内容】 用地取得、道路改良工事

用地取得、道路改良工事

用地取得、道路改良工事
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③ 事業の進捗状況 ④ 事業の進捗の見込み

64

【コスト縮減の可能性】

・効率的な施行の計画

・建設副産物の発生抑制及び再生材利用

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性



【代替案立案等の可能性】

①デルタ市街地東部の道路ネットワークを強化する路線
②段原東部土地区画整理事業区域の市街地整備を支援
する路線
③段原蟹屋線については、平成１４年度に事業を完了し
ており、駅前大州線については、残事業がわずかとなっ
ている。

現計画のもと、事業を進めて
いくことが適当

65

⑤ コスト縮減や代替案立案等の可能性

対応方針（案） ・・・ 事業継続

①デルタ市街地東部の道路ネットワークを強化す
るとともに、健全な市街地の形成に貢献する路線

②段原蟹屋線については、平成１４年度に事業を
完了

③駅前大州線については、残事業がわずか

対応方針（案） ・・・ 事業継続

①デルタ市街地東部の道路ネットワークを強化す
るとともに、健全な市街地の形成に貢献する路線

②段原蟹屋線については、平成１４年度に事業を
完了

③駅前大州線については、残事業がわずか

■対応方針(案）

引き続き、事業を推進する
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